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「axle 2015」  は、 パワフルな新機能と拡張性を備え、 既存バージョンの利便性を大幅にアップグレードしました。
再構築された全く新しいプラットフォームにより 、 これまでの倍となる60万を超えるファイルを管理できるようになりました。
ユーザーのニーズに応えインターフェースを一新し、 より使いやすいデザインで軽快で安定した操作を実現します。　

P2， Canon C300, Sony XDCAMなど、多様なカメラフォーマットをサポートできるようになりました。
変換スピードに優れた新たなトランスコーダーが追加され、SDカードなどの収録メディアから直接ムービーファイルをインポートし、
mov と プロキシを同時に作成します。 今後もより多くのフォーマットに対応すべく、 サポート範囲を拡大していきます。　

iPad ベースで使用できるラフカット編集機能です。
タッチ操作のシンプルな設計で、 時間や場所を選ばずに作業を行えます。
iPadで撮影した映像ファイルをその場で編集し、
axle サーバーで高解像度フォーマットに変換する事ができます。
また、 メインストレージから低解像度のプロキシ映像をインポートし、
撮影した映像ファイルとの統合も可能です。
取材に忙しいジャーナリストのワークフローに適した機能です。
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他社システムとのインテグレーションを強化し、ノンリニア編集機との
スムーズな連携が可能です。 Final Cut Pro 及び Adobe Premiere Pro への
XML EDLエキスポート機能を標準で装備。 更に、 ハイエンド向けの 
「axle Pro」 では、 Avidメディア（Avid MXF OP-Atom）をサポートしています。 
AAF書き出し機能、 XMLインポート/エキスポートツールセットをご用意。
また、 LTOドライブを加えることで、 アーカイブシステムへの拡張も可能です。

ソフトウェアだけではなく、 ご希望に合わせたシステム構築ができます。
　・axle Gear - ソフトウェアとハードウェアのバンドルパッケージ。 axle
　　　　　　  ソフトウェアとTelestream社トランスコーダーソフトウェアを
　   　　　　   搭載した1Uラックマウントが可能なターンキーシステム。
　・axle GearStack - axle GearとMOG社のインジェスト製品を
　　　　　　　　   組み合わせたシステム。 MOG mxf SPEEDRAIL
　　　　　　　　   収録時のカスタムメタデータをインポート。
　・axle Drive - USB3.0で接続可能な 2TBのHDDに、 2アカウント登録
　　　　　　   可能なaxleソフトウェアをバンドルしたコンパクトシリーズ。
　 　　　　　  その他、 RAID 1 で構成されたNASタイプもあり。
 

既存のファイルシステム・ストレージシステムには影響を及ぼすことなく、
あらゆるシステムに対応可能な設計がされており、
1時間程度で、 スピーディーにシステムを構築することができます。
既存のストレージアクセス権の管理・変更は行うこともなく
元素材メディアに影響を及ぼすこともありません。
ファイルが持つメタデータ等の変更もなく、ファイル移動も必要ありません。

デスクトップ・ノートブック（Mac / Windows）、 タブレット
スマートフォン（iPhone / Android） といった汎用的なデバイスに対応。
社内に限らず Wi-Fi・3G / 4Gネットワーク経由で、 どこからでも操作可能です。


